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「６．健康資源の考え方」も参照

従業員等の男女比率 男性：22.2％、女性77.8％

従業員等の平均年齢 36.93歳

拠点 群馬県高崎市

人的健康資源

①健康投資
健康関連の最終的な目標指標

従業員等の意識変容・行動

変容に関する指標

健康投資施策の取組状況

に関する指標

②健康投資効果
③健康経営で解決したい

経営課題

メンタルヘルスケア

心理教育

健康サポートプログラ

ム

様々な効果に関連する

健康投資（＊）

二次検査受診者数

の向上

受験者数

睡眠改善プログラム

参加者数

キャリアカウンセリング

を受ける職員数・研

修参加者の増加

健康サポートプログラ

ムによる参加率の向

上
腰痛対策セミナー参

加者数の増加

職員親睦イベント参

加者数の増加

心理教育研修会参加

者数の向上

ストレスチェック受検

率の向上

職員親睦イベント

の実施

睡眠改善プログラム

の実施

二次検査受診勧

奨の実施

キャリアカウンセリ

ング・キャリアアップ

研修の実施

40代脳健診の実

施

40代肺CTの実施

20代子宮がん検

診

PT/トレーナーによ

る腰痛予防セミ

ナーの実施

保健・栄養・運動

指導の実施

健康教育の実施

組織の活性化に

よる生産性の向

上

病院施設内のジム 休憩室 健康経営に関する理念

人間ドック等補助制度健康管理室

環境健康資源

健診センター

④健康資源

健康サポートプログラム

による参加率

腰痛対策セミナー参加

者数

二次検査受診者

数

脳健診受験者数

アブゼンティズム

の低減

プレゼンティズム

の低減

ワークエンゲー

ジメントの向上

二次検査受験

率の向上

ストレスチェック

事後措置

食生活改善者

の割合の向上業務時の正し

い姿勢の実施

意識割合の向

上運動習慣のあ
る従業員等の
割合の向上

睡眠時間の増

加

職員向けイベント参加者

数

食事習慣

健康プログラムへの積極

性
身体的健康度 精神的健康度

睡眠改善プログラム

参加者数

キャリアカウンセリン

グを受ける職員数

心理教育

研修への参加者数

労災発生率

プレゼンティイズム アブセンティイズム ワークエンゲージメント

（＊）基本的に「健康投資」と「健康投資施策の取組状況に関する指標」は1対1で対応する。しかし、中

には複数の「健康投資施策の取組状況に関する指標」に対応する「健康投資」も存在するため、そのような

「健康投資」を「様々な効果に関連する健康投資」とする。

定期健康診断

法人独自の無料検

診

心理教育/心理
測定の実施

ハラスメント窓口

業務改善システム（勤

怠管理システム等）

療養費助成金制度

職員および職員家族の

人間ドック費用助成制

度

託児施設 職員保養施設

キャリア形成

取引企業

近隣大学との情

報交換

カウンセリング対

象者の増加

研修参加率の

向上

気持ちの整理

やスキルアップに

よる職員満足

度の向上

齋藤
蒲谷

須田

猿谷

猿谷

大森Dr
石関

石関

須田
相吉

小林Dr

⑤社会的価値

地域包括ケアシステムの構築により地域住民の心身の健康・安全を提供すること

で、当該地域の社会保険費負担の適正化をする

⑥企業価値

病院のメディアへの露出度の増加による財・サービス市場からの評価の向上

猿谷
木内・横山
齋藤・黒岩

ストレスチェック受検率

職員感染対策

専門相談窓口件数

感染症拡大防止
職員感染症

相談窓口設置

職員感染症相談

件数

クラスター防止

感染に伴う心

の健康保持

町田Dr
石関

地域に向けた

健康増進啓蒙活動

特定保健指導

受診者数

取引企業・近隣大

学との交流会回数

地域の健康増

進啓蒙活動の

向上

独自検診（脳・肺・子

宮）受検者数


